
胃・食道逆流症のお薬について
薬剤師井上大奨

お薬での治療としては始めに胃酸を抑えるためにプ

ロトンポンプ阻害薬（PPI）というお薬が使われます。こ

のお薬でも症状が改善しないときは、消化管の働きを

よくするお薬や漢方薬が使われることがあります。今

回はそれぞれのお薬について説明します。

プロトンポンプ阻害剤（PPI)

このお薬は胃にあるプロトンポンプという胃酸が作

られるところの働き在抑えることで、胃酸の分泌を強

力に抑えます。これにより食道粘膜が荒れるのを抑え、

症状を改善します。代表的なお薬にはタケプロン③、パ

リエット③などがあります。副作用として下痢、便秘、発

疹などがみられることがあります。このような症状が

みられたら、医師または薬剤師に相談してください。ま

たお薬を飲み始めて症状が改善した場合も、再発する

恐れがあるので勝手に中止はしないようにしてくださ

し、。

消化管運動調製薬

胃や腸などの消化管は伸び縮みすることで食べ物や

ガスを移動させています。このお薬は消化管の運動在

整えて、吐き気や腹痛、胸やけを改善するお薬です。お

薬としてはガスモチ〉⑬などがあります。副作用として

下痢、軟便、口の渇きがみられることがあります。

漢方薬

六君子湯（りつくんしとう）という漢方が使われま

す。このお薬には胃のもたれや吐き気などを和らげる

生薬が含まれています。作用を増減することがあるの

で、他に漢方薬や健康食品などを使われている方は医

師または薬剤師に伝えてください。

0お薬をご使用いただく上での注意点、副作用をはじ

め、ご不明な点などがありましたら、医師や薬剤師にご

相談ください。

胃・食道逆流症と食事について
管理栄養士立石容子

胃・食道逆流症は、発展途上国に少なく欧米先進国

に多いようですが、近年、日本でも食生活の変化（欧米

化）により増加しています。男性で肥満がある人や若い

女性でやせ型の人にみられることから、予防にはバラ

ンスの良い食生活を送り、標準体重※程度を維持するこ

とも大切です。

※標準体重＝嘉妄（而）交官 妄（而）xi2lで求めます。

日頃から暴飲暴食をしない（腹 8分日を心がける）、

油を使った料理は 1食 l品までにする、肉に偏らない

ように魚や大豆製品在食べる、偏食（菓子類ばっかり食

べる等）はしないように、主食・

主菜・副菜がある食事を食べる

ことがポイントです。

また症状がある場合は、胃酸

分泌の刺激となる、味の濃いも

の、辛いもの、酸味の強いものは控える、胃内停滞時間

の長い高脂肪食（揚げ物等）は控える、予防と同様に、腹

8分自在心がけ食べ過ぎない食生活が必要となります。

そして肥満がある場合は、腹圧が増加するため、肥満の

是正も重要です。

逆流防止には日常生活での姿勢も影響するため、食

後すぐに横にならない、前かがみの姿勢はできるだけ

しない、就寝時は上半身をすこし上げる等もポイント

です。できることからすこしずつ気をつけていきま

しょう。

0栄養に関するご相談等がありましたら、栄養管理窒

までいつでもど連絡ください。
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「くす（棒）」の由求について ｜ 
〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈見られます。

種々の精油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々

な薬用成分が抽出されるなど有用な薬用樹でもあります。

また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬

師書）は医術に関する書物のことを言います。

本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情

報を提供しております。お気軽にお読み下さい。



には問診が重要になります。 F－スケール（下図） と

呼ばれる問診票を用いて症状を点数で評価します。

内視鏡で異常がなくても症状の点数がある程度以上

の人もこの病気に分類されます。

治療に関しては PPI（プロトンポンプインヒピ

ター）と呼ばれる胃酸を抑える薬が用いられます。

胃酸を抑制することにより食道粘膜の炎症を抑え、

症状が改善します。その他胃の運動機能をよくする

薬や漢方薬などが使用される場合もあります。

＠と‘んな人がなりやすいですか

内視鏡で発見される食道炎に関しては、男性で肥

満があり、喫煙をする人が多いといわれています。

また症状のみが強い人は若い女性でやせ形の人に多

いといわれています。

＠どんなことに注意すると良いですか

食事や生活習慣に関して、いろいろな要因が言わ

れています。食べ物では甘いものや脂分の多いもの

をとると胸焼け症状がおこりやすいといわれていま

す。また味付けの濃いものを食べる人のほうが症状

が起こりやすいようです。お酒やコーヒーなどの飲

み物との関連ははっきりしていません。生活習慣に

関しては運動不足の人や睡眠不足の人に症状が起こ

りやすいようです。

また症状がなく食道炎がある人は、パレット腺癌

という種類の癌が普通の人と比較して、できやすく

なるといわれています。症状がないため内視鏡検査

でしかわかりません。検診などの機会があったら内

視鏡検査をお勧めします。

① 1～12のスコアの総合計点数を出
します。

②総合計点数スコアが 8点以上であ
れば、他の疾患と比較して逆流性食
道炎／GERDの可能性が高いと判断
します。

③Fスケール問診票の結果で気になり
ましたら消化器内科医師までおたず
ねください。
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胸やけがしますか？

おなかがはることがありますか？
食事をした後に胃が重普しい（もたれる）ことがありますか。

思わず手のひらで胸をこすってしまうことがありますかっ

食ベあと気持ちが悪くなるζとがありますか。
食後に胸やけがおこりますか？

喉（のど）の違和感（ヒリヒリなど）がありますか？
食事の途中で満瞳になってしまいますか。

ものを飲み込むと、つかえることがりますかっ
苦い水（胃酸）が上がってくることがありますかっ
ゲップがよくでますか。

前かがみ巷すると胸やけがしますか？

＠胃・食道逆流症はどんな病気ですか

胃・食道逆流症とは胃のなかの胃液、胃酸が食道

に逆流することにより、食道の粘膜に障害を起こし

たり、不快な症状をもたらす病気の総称です。従来

は欧米で起こりやすい病気とされていましたが、最

近日本でも食生活習慣の変化やピロリ菌感染の低下

によりこの病気の人が増えています。

症状としては多彩で、むねやけや酸っぱい胃液が

上がってくる感じ（酸逆流症状）、苦い水が上がる

感じ（呑酸）、その他にのどのつかえた感じ、慢性

的に続く咳やのどの違和感など、消化管外の症状を

きたす場合もあります。

検査としては内視鏡検査での確認が必要になりま

す。内視鏡で食道の粘膜の障害（逆流性食道炎）を

認めた場合はこの病気に分類されます。症状の強さ

と内視鏡の程度は関連がないため、食道炎がひどく

ても症状の軽微な方や、逆に食道炎が経度でも強い

逆流症状をきたす方もいます。また内視鏡で異常が

なくても症状のみがおこる、非びらん性胃食道逆流

症とよばれる病状もあります。症状を評価するため

胃・食道逆流症

について

－耳羽田圃・

・匝孟置
あなたは以下にあげ

る症、がありますか？

ありましたら、その
程度を記入欄の数字（ス
ケール）にOを付けて
お答え下さい。

消化器内科医長
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診療科 ｜ 

｜国立病院機構熊本医療センター

＠診療時間 8:30～17:00

・受付時間 8:15～11:00 
＠休診日土・日曜日および祝日

急患はいつでも受け付けます
干8600008熊本市二の丸 15 

TE L 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 
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・外科 ・整形外科

・産婦人科

・麻酔科・病理診断科

現在消化器内科は 8人の医師が勤務し、毎日の

外来診療、病棟診療と検査（上部・下部内視鏡検査、

腹部超音波）を行っています。また内視鏡を用いた

早期胃癌治療、胃ろう作成や肝臓癌に対するラジオ

波焼灼療法などの治療も幅広く行っています。最近

では肝炎に対するインターフエロン治療や肝がん治

療に関して、地域連携クリテイカルパスを導入し、

地域の医療機関と連動しながら治療を行っていま

す。

消化器疾患に限りませんが、検査を受けなければ

わからない疾患は多数あります。定期健診などで異

常の指摘があった場合、消化器の疾患を心配される

方などは一度受診をお勧めします。

総合診療科、血液内科、呼吸器内科、

糖尿病・内分泌内科、腎臓内科

消化器内科

循環器内科、心臓血管外科

脳神経外科、神経内科

眼科、耳鼻いん乙う科、皮膚科

放射線科

救急科

・小児科

・泌尿器科

・形成外科

・消化器病センター

・心臓血管センター

・脳神経センター

・感覚器センター

・E像診断・治療センター

・救命救急センター

・精神科

・リハビリテーション科

・歯科口腔外科

・総合医療センター


